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2008年（平成20年）に諏訪湖周辺の3地域で始まった「ズーラ」も今では広域8市町村で

取り組む事業へと進化し、官の安定感・信頼感と民の機動力を併せ持った取り組みとし

て注目されている。「ズーラ」に立ち上げから関わる下諏訪町職員 北澤勝己氏より、ズー

ラの現状と課題、将来展望等について学び、オンパク継続・定着のために必要な考え方

と方策について考える。

信州諏訪温泉泊覧会「ズーラ」
～オンパク継続・定着に必要な考え方と方策とは～
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官民・将来を担う30〜40代が
実行部隊に

地域共通の課題や悩みの解決に
オンパク手法を導入


